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『
上
宮

聖
徳

法

王
帝

説
』

の

一
影
写
本

大
庭

卓
也

矢
毛

達
之

は
じ

め

に

『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
は
、
聖
徳
太
子
の
伝
記
を
記
す
最
古
の
文
献
と
し

て
周
知
さ
れ
る
。
平
安
中
期
頃

の
筆
写
と
見
ら
れ
る
、
そ

の
古
写
本

(知
恩
院

蔵

一
巻

一
軸
、
国
宝
。
以
下

「
知
恩
院
本
」
と
略
称
)
は
、
夙
く
古
典
保
存
会

複
製
書
二
期

の

一
と
し
て
破
璃
版

で
複

製
さ
れ

(橋
本
進
吉
氏
解
説

昭

3
)
、

近
時
、
勉
誠
社
文
庫

85
に

『
上
宮
聖
徳

太
子
伝
補
闘
記
』
な
ど
と
併
せ
て

↓
書

に
ま
と
め
ら
れ

(中
田
祝
夫
氏
編

昭

56
〉
、
容
易
に
繕
く
こ
と
が

で
き
る
よ

う
に
な

っ
た
。
ま
た
、

『
法
王
帝
説
』

本
文
の
構
成

・
成
立
過
程
、
文
献
学
的

意
義
な
ど
に
関
し
て
は
、
家
永
三
郎
氏

の
先
駆
的
か

つ
総
合
的
な
研
究

『
上
宮

聖
徳
法
王
帝
説

の
研
究

各
論
内
容
研
究
編
』
、

『

同

総
論
文
献
学
研
究

編
』

(昭

26
・
28

三
省
堂
)
が
備
わ

り
、
国
語
史
料
と
し
て
の
考
察
も
、
日

本
思
想
大
系

2

『
聖
徳
太
子
集
』

(岩
波
書
店

昭

50
)
に
お
け
る
校

註
、
お

よ
び
解
説

(築
島
裕
氏

「
「憲
法
十
七
条
」

「勝
墜
経
義
疏
」

「上
宮
聖
徳
法

王
帝
説
」

の
国
語
史
学
的
考
察
」
)
に
お

い
て
な
さ
れ
、

『
法
王
帝
説
』
研
究

は
こ
れ
ら
先
学

の
業
績
に
よ

っ
て
ほ
ぼ

そ

の
大
要
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
言

っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
家
永
氏
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
文
献
学
的
研
究
、

特
に
享
受
史
に
関
し
て
は
、
氏
の
時
点
か
ら
書
誌
調
査
の
進
ん
だ
現
在
、
開
拓

の
必
要
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

よ

っ
て
本
稿
で
は
、
新
出

の

『
法

王
帝
説
』
写
本
を
紹
介
し
て

『
法
王
帝

説
』
享
受
史

の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二

九
大
蔵
写
本

の
様
態
な
ど

本
稿

で
紹
介
す
る

『
法
王
帝
説
』
写
本
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵

す
る
、
徳
山
藩
儒
島
田
藍
泉

(宝
暦
元
年
生
、
文
化
六
年
没
)
が
諸
家

よ
り
受

け
た
詩
箋

・
書
簡
な
ど

の
自
筆
資
料
群

(総
点
数
五
〇
〇
余
点
。
以
下

「島
田

家
資
料
」
と
仮
称
)
の
な
か
に
含
ま
れ
る
も

の
で
あ
る
註
、。
藍
泉

は
役
小
角

の

法
流
を
く
む
修
験
者
と
し
て
徳
山
教
学
院

の
住
持
を
勤
め
る

一
方
、
祖
練
学
を

奉
じ
て
徳
山
藩
藩
校
鳳
鳴
館
教
授
を
勤
め
、
ま
た
、
広
瀬
淡
窓
が
そ
の
著

『
儒

林
評
』

(天
保
七
年
成
写
本

一
冊
)

に
お
い
て

「藍
泉

ハ
修
験
ナ
リ
。
修
験

ニ

シ
テ
文
辞
ア
ル
モ
ノ
古
今

ナ
シ
、
只
藍
泉

一
人
ナ
リ
」
と
評
す
る
よ
う
に
、
詩

文
を
好
む
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に

「
島
田
家
資
料
」
に
見
ら
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れ
る
顔
ぶ
れ
は
福
岡
藩
儒
亀
井
南
漠

・
昭
陽
を
は
じ
め
と
し
て
京
坂
の
諸
儒
な

ど
鐸

々
た
る
も

の
で
、
こ
れ
ら
資
料
群

は
、
昭
和
三
十

↓
年
、
本
学
名
誉
教
授

・
荒
木
見
悟
先
生
が
藍
泉

の
曾
孫

・
島

田
乾
三
郎
氏
よ
り
、
藍
泉

の
交
友
関
係

を
窺

い
知
る
資
料
と
し
て
寄
託
を
受
け
、
本
学
が
所
蔵
す
る
こ
と
と
な

っ
た
も

の
で
あ
る
註
,
。

『
法
王
帝
説
』
写
本
の
書
誌
的
事
項
は
後
掲

の
と
お
り
で
あ
る

が
、
本
節
で
は
ま
ず
、
そ

こ
に
は
漏
ら

し
た
事
象
を
中
心
に
本
写
本
の
様
態
を

略
述
し
て
お
こ
う
。

装
頓
は
巻
軸
装
。
五
枚

の
紙
を
継
ぎ
合
わ
せ
た
全
長
約
二
八
〇
糎

の
本
紙
を
、

厚
漉

で
光
沢
を
持

っ
た
白
色
の
楮
紙
系

の
紙
で
裏
打
ち
し
た
略
式

の
装
槙
で
あ

る
。
即
ち
表
紙
も
こ
の
楮
紙
系

の
紙

で
あ
る
。
外
題
は
表
紙
上
方

に

「上
宮
法

王
帝
説
」
と
墨
筆
打
ち
付
け
書
き
。
巻
緒
を
解

い
て
開
く
と
、
見
返
し
な
ど
は

な
く
、
す
ぐ
に
本
紙
が
見
え
始
め
、
第

一
紙
～
四
紙
末
に
か
け

て

「法
王
帝

説
」
本
文
、
や
や
間
隔
を
お
い
て
第
四
紙
末

・
第
五
紙
に
か
け

て
山
田
寺
建
立
、

蘇
我
馬
子
の
逝
去
の
こ
と
な
ど
を
記
し

た
、

い
わ
ゆ
る
知
恩
院
本
の

「裏
書
」

が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
奥
書

・
識
語

の
類

い
は

↓
切
な
い
。
本
紙
の
下
部
を
仔

細
に
見
て
ゆ
く
と
、
所

々
糊
が
落
ち

て
本
紙
と
裏
打
ち
紙
と
の
間
に
空
隙
を
生

じ
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
ら
か
ら
判
断

す
る
と
本
紙
に
は
斐
紙
系
薄
葉
を
用
い

て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。

本
文
は
、
文
字

の
書
体
は
勿
論
、

「法
王
帝
説
」
内
題
下

の

「
法
隆
寺
学
問

寺
」

「勧
学
院
/
経
蔵
印
」
な
ど

の
印

記
、
裏
打
紙
余
白
の

「和
州
法
隆
寺
勧

学
院
文
庫
」
と
の
墨
書
、
ま
た
虫
損
、

紙
の
継
目
な
ど
、
す
べ
て
知
恩
院
本
を

忠
実
に
写
し
て
い
る
。
勉
誠
社
文
庫

の
中
田
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
知
恩
院
本

は
縦
は
二
六
糎
余
、
横
は
約
五
〇
糎
の
紙
を
四
紙
と
、
約
二
五
糎
の
紙

一
紙
を

継
ぎ
、
即
ち
計
約
二
二
五
糎
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
本
写
本
で
写
さ
れ
る

『
法

王
帝
説
』
本
文
の
輪
郭
も
、
ほ
ぼ
そ
れ

に

一
致

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本

紙
に
薄
葉
を
用
い
、
忠
実
な
書
写
態
度
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
写
本
は

影
写
本
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
内
題
下
の

「古
経
/
堂
蔵
」
、
末
尾

の

「欣

賞
」

「徹
定
/
珍
蔵
」
な
ど
、
幕
末
～
明
治
に
お
け
る
古
写
経

の
収
集
家
と
し

て
知
ら
れ
る
養
鶴
徹
定

(文
化

一
一
年
生
、
明
治
二
四
年
没
)

の
蔵
書
印
が
写

さ
れ
て
い
る
。
先
に
、
奥
書

・
識
語
の
類
い
は
な

い
と
記
し
た
が
、

こ
れ
ら
徹

定

の
蔵
書
印
が
写
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
影
写
本

の
書
写
年
時
は
、
徹
定

の

『
法
王
帝
説
』
入
手
以
後
の
こ
と
と
な
る
。
前
述

の

『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
の

研
究

総
論
文
献
学
研
究
編
』

に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
嘉
永
六
年
以
前
に
は
、

徹
定
が

『
法
王
帝
説
』
を
入
手
、
明
治
七
年
、
徹
定
が
知
恩
院
七
十
五
代
住
職

と
な
る
と
同
時
に
そ
れ
を
同
寺

に
寄
付
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
か
ら
註
、
、

ひ
と
ま

ず
幕
末
～
明
治
期

の
書
写
に
か
か
る
と
見
て
お
く
。
書
写
年
時
に
関
し
て
は
、

次
節
で
本
影
写
本

の
旧
蔵
者
を
検
討
す
る
際
に
も
再
び
触
れ
る
。

さ
て

『
法
王
帝
説
』
は
、
元
禄
八
年
に
水
戸
彰
考
館

の
儒
臣
大
串
元
善
が

『
大
日
本
史
』

の

一
史
料
と
し
て
援
用
し
て
世
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
以
来
、
塙
保
己

一
編
輯

『
群
書
類
従
』
巻
第
六
十
四
伝
部

一
に
収
め

ら
れ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
除
け
ば
、
狩
谷
植
斎

『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
証

注
』
に
至
る
ま
で
、
写
本
の
か
た
ち
で
伝
播
し
た
資
料
で
あ
る
。

い
ま
、
岩
波

文
庫

『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』

(花
山
信
勝

・
家
永
三
郎
氏
校
訳

昭

16
)
解

説
の

「
『
法
王
帝
説
』
諸
本
」
を
見
る
と
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
知
恩
院
本

の

写
本
は
、
断
簡

の
形

の
も

の
を
除
け
ば
、
彰
考
館
文
庫
蔵
写
本

(元
禄
八
年
大

串
元
善
筆
写
)
、
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
写
本

(文
政
二
年
写
、
井
上
頼
囲
旧

蔵
)
、
宮
内
庁
図
書
寮
蔵
写
本

(明
治
十

一
年
谷
森
善
臣
筆
写
)
、
鈴
木
真
年

蔵
影
写
本
、
の
四
本
で
あ
る
。
ま
た

『
国
書
総
目
録
』

『
古
典
籍
総
合
目
録
』

な
ど
を
参
考
に
し
て
も
、
七
本
ほ
ど
を
新
た
に
加
え
う
る
の
み
で
あ
り
、
そ

の

伝
本
は
決
し
て
多

い
訳
で
は
な

い
。
よ

っ
て
次
節

で
は
、
本
影
写
本
を
新
た
な

一18一



伝
本
の

一
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
く
、

そ
の
出
自
な
ど
に
検
討
を
加
え
て
お
く
。

三

旧
蔵

者

片

影
ー
島
田
蕃
根
ー

本
影
写
本
は
、
前
述

の
通
り

「島

田
家
資
料
」
、
即
ち
島
田
藍
泉

の
遺
物
と

し
て
伝
え
ら
れ
る
資
料
群

の

口
と
し
て
存
在
す
る
訳
で
あ
る
が
、
藍
泉

の
没
年

以
後

の
書
写
に
か
か
る
本
影
写
本
が
そ

の
遺
物
中
に
含
ま
れ
る
の
は
、
ど

の
よ

う
な
理
由
か
ら

で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か

ら
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
本
影
写
本
の

旧
蔵
者
は
、
藍
泉

の
孫
で
あ
り
、
明
治

の
宗
教
学
者
と
し
て
著
名
な
、
島
田

蕃
根

に
擬
せ
ら
れ
る
べ
き
か
と
思
わ
れ

る
.
以
下
に
そ
の
理
由
を
列
挙
す
る
。

ま
ず
影
写
本

の
伝
存
状
態
に

つ
い
て
。

こ
れ
も
前
述
の
と
お
り
、
本
影
写
本

は
徹
定
の
蔵
書
印
が
写
さ
れ
る
外
は
、
書
写
年
時
を
知
る
手
掛
か
り
は

一
切
認

め
ら
れ
な

い
。
従

っ
て
、
影
写
本
の
伝
存
状
態
よ
り
、
前
節
で
述

べ
た
お
お
ま

か
な
推
定
を
多
少
な
り
と
も
限
定
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
次

の
よ
う
な

こ
と
が
言

い
得
る
よ
う
で
あ

る
。
即
ち
、
外
気
に
触
れ
る
表
紙
部
分

は
黒
味
を
帯
び
て
多
少
の
疲
れ
を
見
せ
る
も
の
の
、
巻
き
込
ま
れ
た
内
部
に
は

虫
損
や
汚
損
が
全
く
見
ら
れ
な

い
。
こ

の
こ
と
は
、
斐
紙
系
の
紙
が
虫
害
に
強

い
と

い
う

こ
と
を
割
り
引

い
て
考
え
て
も
、
近
世
期

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
、
同
じ
く
巻
軸
装

の
自
筆
詩
箋
類
に
虫
損
、
汚
損
、
さ
て
は
破
損
が
著

し
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
比
し
て
、
そ
の
保
存

の
状
態
は
す

こ
ぶ
る
佳
良

で
あ
る
。

ま
た
、
本
文
に
は
全
体

に
わ
た
り
朱
墨
、
あ
る
い
は
赤
イ

ン
ク
の
ペ
ン
で
書
入

れ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
書
入
れ
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
本
文

読
解

の
際
の
覚
書
と
思
し

い
こ
れ
ら
両
様

の
書
入
れ
に
は
、
疑
問
符

「?
」
が

頻
用
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
伝

存
状
態
よ
り
受
け
る
印
象
か
ら
書
写
年

時
を
推
定
す
る
な
ら
ば
、
明
治
期
に
落
ち
着

か
せ
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

次

に
影
写
本
が
属
す
る

「島
田
家
資
料
」
全
体
の
性
格
に

つ
い
て
。

「島

田

家
資
料
」
は
、
藍
泉
と
親
好
の
あ

っ
た
福
岡
藩
儒
亀
井
南
浜
、
昭
陽
父
子
や
藍

泉

の
門
人
な
ど

の
、
近
世
期
の
自
筆
資
料
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
従

っ

て
註
1
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在

の
図
書
室

の
分
類
も
こ
れ
ら
を
総
て
近
世
期

の
資
料
と
し
て
扱

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
仔
細

に
整
理
し
て
ゆ
く
と

「島
田

家
資
料
」

の
な
か
に
は
、
次
に
掲
出
す
る

一
覧
表

の
よ
う
な
、
島
田
蕃
根
に
係

わ
る
資
料
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
殆
ど
は
明
治
期

の
も
の

で
あ
り
、

一
覧
表
に
は
、
蕃
根
と

の
係
わ
り
が
直
接
認
め
ら
れ
な

い
も

の
で
も
、

例
え
ば
明
治
特
有

の
あ
く
の
強

い
色
彩

の
詩
箋
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
、

一
見
し

て
明
治
期

の
資
料
と
判
断
で
き
る
も
の
な
ど
も
含
め
て
お
い
た
。

「
島

田
家
資
料
」
内
島

田
蕃
根

関
連
資
料

一
覧

・
資
料

名

は
、
作
者

氏
名
と

詩

・
文

の
形

式
名

と
を
併

せ
た
も

の
と
す

る
。

そ

の
際
、

一

枚

の
紙

に
二
首

以
上

の
詩

・
文

が
書

か
れ

る
場
合

に
限
り
、

資
料
名

の
後

に
、
そ

の
数
を

続

け

て
記
す
。
従

っ
て
、

数
を

記
さ
な

い
も

の
は
、

一
枚

の
紙

に

一
首

の
詩

・
文

が
書

か

れ

て

い
る
と
解
さ

れ
た

い
。

・
配

列
は
、

作
者

・
差
出

人
氏
名
第

一
字

を
音
読

み

し
た
五
十

音
順

と
す

る
。

同
音
中

で
は

第

二
字

の
音

読

み
を
基
準

と
す

る
。
但

し
、
署

名
が
な

い
な

ど

の
理
由
か

ら
、
作
者

氏
名

の
判

明

し
な

い
も

の
に

つ
い

て
は
、

「無

名
氏

」
と

し
て
末

尾
に
掲

出
す

る
。

.

「備

考
」
欄

は
、

詩
歌

の
場
合

は
、
題

・
序
を

中
心

に
記

し
、

書
簡

の
場
合

は
、
文

体

・

宛
名

・
日
付

・
本

文

の
行

数
を
中

心

に
記
す
。

資
料
名

威
臣
五
言
絶
句

改
発
書
簡

形

状

一
紙

↓
枚

一
通

備
考

「路

上
作
」

。

俗
文
。

島

田
蕃

根
宛

。

「
十

一
月
日
⊥
ハ
日

」

。

本
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海
虎
義
観
書
筒

覚
原
五
言
古
詩

覚
原
五
言
古
詩

亀
谷
馨
書
簡

亀
谷
馨
和
歌

邸
之
和
五
言
古
詩

向
山
黄
村
七
言
律
詩

向
山
黄
村
七
言
律
詩

高
津
栢
樹
四
行
書

杉
聴
雨
七
言
絶
句
二
首

杉
聴
雨
七
言
絶
句

杉
聴
雨
七
言
絶
句

杉
聴
雨
七
言
絶
句

杉
聴
雨
七
言
絶
句

杉
聴
雨
七
言
絶
句

杉
聴
雨
七
言
絶
句

杉
聴
雨
七
言
絶
句

杉
聴
雨
七
言
絶
句

渋
沢
栄

一
七
言
絶
句
二
首

大
野
雲
潭
七
言
律
詩

島
田
蕃
根
書
簡

冊
　
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
通

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

↓
紙

一
枚

二

紙

二
枚

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
通

文
八
行

。
色

刷
詩

箋
。

俗
文
。

墨
付

六

丁
半
。

島

田
蕃

根
宛

。

「
廿

五
年

一
月

廿

二
日
」
。

紙
繕
綴

。

「賦

円
真

道
朋
芳

韻
」

。

「寄

円
真

君
」
。

破
損

。

俗

文
。
島

田
蕃
根

宛
。

二

月
念

四

日
」

。
本

文

十
七
行

。
色

刷
詩
箋

。

「
国

民
新

聞

三
千
号

の
新

年
を
祝

ひ

て
」

「
甲
戌

三
五

夜
酔
余

興
録

時
桂
花

方
開

清
香
襲

坐
」
。

色
刷

詩
箋
。

「同

人
集
根

岸
鴬
春

楼

分
王
臨

川
句
得

幽
宇

」
。

「蕃

根
祖

厚
安

石
三
君

見
過
率
成

一
律

」
。

色

刷
詩

箋
。

「波

利
稔
廟

」

「
彼
得
帝

像

」
。

「
丁
亥
歳

晩
次
湖

邨

兄
詩
韻

」
。

「
吊
謙
道

老
師
墓

壬
寅

六
月

初
五

日
」
。

破
損

。

「
乙
巳

秋
夜
有

感
作

」
。
色

刷
詩
箋

。

「
明
治

三
十

七
年

一
月
書
感

」
。

色

刷
詩

箋
。

色
刷
詩

箋
。

色
刷
詩

箋
。

「賀

雨
宮
君
算

甲
寿

」

「賀

大
倉

翁
古

稀
寿

」
。

破
損
。

俗
文
。

桜
井
道

契
宛

。

「
中

元
節

後

三
日
」
。

本
文

十
四
行
。

島
田
蕃
根
等
詩
七
首

曇
華
書
簡

弼
七
言
絶
句

武
田
泰
信
書
簡

蘭
池
七
言
絶
句

無
名
氏
七
言
律
詩

無
名
氏
詩
草
稿

無
名
氏
詩

六
紙
六
枚

通
一
紙

一
枚

一
通

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

一
紙

一
枚

「
孤

山
智
園
法

師

之
詩
」

「
孤

山
智

円
法
師

之

詩
」
な

ど
六
首

。
色

刷
詩

箋
。

漢
文
。

島

田
蕃
根

宛
。

「
二
月

初
吉
」

。
本

文

九
行
。

「送

佐
藤

生
東
遊

兼
寄
東

先
生

用
其

旧
装
韻

」
。

色
刷

詩
箋
。

俗

文
。

入
江
弥
源

次
宛

。

「
四
月

廿
八

日
」
。

本

文
十
七

行
。
献

言
書

あ

り
。

色

刷
詩
箋

。

「
悼
小

漱
翁
次

耕
堂

詩
」
。

色
刷

詩
箋
。

「
挽
児

玉
参
謀

総
長

」
。

破
損
。

色

刷
詩
箋

。

蕃
根
は
、
文
政
十
年
十
二
月
二
十
八
日
生
、
明
治
四
十
年
没
、
享
年
八
十

一
歳
。

法
名
は
円
真
、
号
南
邨
。
初
め
徳
山
教
学
院
の
住
持
を
勤
め
、
維
新
後
、
還
俗

し
て
藩
、
明
治
政
府
に
出
仕
し
た
。

『
日
本
書
誌
学
大
辞
典
』

(岩
波
書
店

平
11
)

で
は

〈蔵
書

・
蔵
書
家
〉
と
し
て
項
目
を
立

て
、
明
治
十
八
年
に

『
大

日
本
校
訂
大
蔵
経
』
四
十
秩
四

一
九
冊
を
縮
刷
刊
行
し
た
こ
と
、
ま
た
明
治
十

七
年
頃
に
昌
平
坂
学
問
所
刊
行
物
で
あ
る
官
版

の
版
木
、
六
十
四
部
六
五
六
五

枚
を
私
財
を
投
じ
て
購
入
し
、
の
ち
の
官
版
複
製
叢
書

『
昌
平
叢
書
』

(明
治

四
十
二
年
刊
、
二
百
三
十
七
冊
、
目
録

一
冊
)
の
基
礎
を
築

い
た

こ
と
な
ど
を

記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
無
類

の
愛
書
家
と
し
て
の
蕃
根
の

一
面
は
、

「島
田

家
資
料
」

の
詩
箋

・
書
簡
類
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
、
例
え
ば

「島
田
家
資

料
」

の

一
で
あ
る
清
末
藩
儒
片
山
鳳
朗
書
簡

に
は
蕃
根

の
文
庫
で
あ
る

「南
邨

文
庫
」
の
蔵
書
票

(図
版
参
照
)
が
貼
付
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
整
理
保
存
に
努

め
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
偲
ば
れ
る
註
、
。
即
ち
、
藍
泉

の
遺
物
が
蕃
根

の
手
許
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に
受
け
継
が
れ
た
時
期
に
、
前
掲
の
よ
う
な
明
治
期

の
資
料
が
混
入
し
た
も

の

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
、

「島
田
家
資

料
」
に
蕃
根
に
係
わ
る
明
治
期
の
資
料

が
混
在
す
る
と
い
う
事
実
は
、
前
述

の
影
写
本

の
伝
存
状
態
か
ら
推
定

し
た
書

写
年
時
を
裏
付
け
る
も
の
に
外
な
る
ま

い
。
従

っ
て
、
本
影
写
本
も

「島
田
家

資
料
」
内

の
明
治
期
資
料

の

一
と
し
て
数
え
、
そ
の
成
立
は
や
は
り
明
治
期
、

そ
し
て
そ
の
旧
蔵
者
は
島
田
蕃
根
に
準
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
影
写
本

の
旧

図
版

「南
邨
文
庫
」
蔵
書
票

(原
寸
大
)

蔵
者
を
蕃
根
と
見
倣
す
こ
と
は
、

蕃
根
の
伝
記
に
照
ら
し
て
も
そ
の

徴
証
が
得
ら
れ
る
。
蕃
根
の
八
十

の
祝
賀
会
の
報
告
書
と
し
て
そ
の

没
年
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
島

田
蕃
根
翁
』

(島
田
蕃
根
翁
延
寿

会
編
)
註
、
は
、
友
人
の
懐
古
談
、

蕃
根
自
身

の
談
話
、
新
聞
記
事
な

ど
で
綴

っ
た
、
蕃
根
の
生
涯
を
窺

う
に
は
恰
好

の
資
料
で
あ
る
が
、

そ
の
口
絵

に
は
蕃
根

の
肖
像
と
と
も
に

「翁
所
蔵
の
太
子
像

及
常
用
品
」

の
写

真
、
第
二
章

「翁
の
大
業
と
終
生
の
希
望
」
第
二
節
に
は
、
東
京
に

「太
子

堂
」
を
建
設
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
募
金
を
募

っ
た

「太
子
堂
建
設
賛
成
員
募

集
趣
意
書
」
な
ど
が
見
え

て
お
り
、
聖
徳
太
子
崇
拝
家
と
し
て
の
蕃
根

の

一
面

を
伝
え
て
い
る
。

「太
子
堂
建
設
賛
成
員
募
集
趣
意
書
」
に
関
し
て
は
実
現
し

た
の
か
知
れ
な

い
が
、
同
書
第
三
章
上

「諸
新
聞
に
現
れ
た
る
翁
の
逸
事
」

に
は
、
明
治
四
十
年
九
月
五
日
付
の

「
東
京
朝
日
新
聞
」

の
記
事
が
あ

っ
て
、

次
の
よ
う
に
言
う
。

△
百
万
円
の
寄
附
募
集

翁
は
世
人
の
知
る
如
く
熱
心
な
る
聖
徳
太
子
崇

拝
家
で
あ
る
、
翁
曾
て
太

子
の
御
注

「法
華
、
勝
髭
、
維
摩
」

の
三
経
疏

を
上
木
し
て
世
に
公
に
し
、
其
居
宅

の

一
室
を
太
子
堂
と
唱

へ
、
又
自
か

ら
称
し
て
三
経
学
人
と
云
ふ
程
で
あ
る
、
翁
数
年
前
よ
り
神
田
駿
河
台
に
、

百
万
円
を
工
事
費
と
し
て
、
聖
徳
太
子
堂
を
建
設
せ
ん
と

の
企

て
あ
り
、

翁

の
説
明
に
日
く
五
十
万
円
で
小
松
宮
家

の
駿
河
台

の
御
別
邸
を
譲
り
受

け
、
五
十
万
円
で

ニ
コ
ラ
イ
会
堂
に
数
倍
す
る
殿
堂
を
建
立
し
、
普
く

一

切
の
善
男
善
女
に
、
太
子
の
恩
徳
を
知
ら
し
め
ん
と
、

思
え
ば
、
こ
の
新
聞
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に

『
維
摩
経
義
疏
』

(明
治
十
四
年

刊
五
巻
四
冊
)
な
ど
、
聖
徳
太
子
の
著
と
さ
れ
る

『
三
経
義
疏
』
を
明
治
に
入

っ
て
新
た
に
覆
刻
し
た

の
も
蕃
根
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た

一
連

の
聖
徳
太
子
崇

拝
は
、

『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』
刊
行
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
仏
教
学

の
発
展
を

切
望
し
た
業
績
、
ま
た
蕃
根

の
書
物
に
対
す
る
執
拗
な
ま
で
の
愛
着
に
照
ら
し

て
考
え
る
な
ら
ば
、
民
間
に
行
わ
れ
る
所
謂

「太
子
信
仰
」
と
は

一
線
を
画
し

て
考
え
る
べ
き
も
の
な

の
で
あ
ろ
う
。

果
た
し
て
、
聖
徳
太
子
の
伝
記
を
記
し
た
根
本
資
料
で
あ
る

『
法
王
帝
説
』

は
、
蕃
根
が
是
非
と
も
座
右

の
書
と
し
て
机
辺
に
備
え
る
必
要
が
あ

っ
た
に
違

い
な
い
書
物
で
あ

っ
た
。

『
島

田
蕃
根
翁
』
末
尾

の
附
録
に
は

「翁

の
自
作
及

愛
読

の
文
字
」
と
し
て
蕃
根
自
作

の
詩
歌
六
首
を
載

せ
る
が
、
冒
頭
に
は

「奉

読
聖
徳
太
子
伝
謹
賦
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
七
言
絶
句
が
置
か
れ
る
。
題
に

言
う

「聖
徳
太
子
伝
」
と
は
、
勿
論

『
法
王
帝
説
』
を
も
含
め
た
も
の
で
あ
り
、

蕃
根
の
太
子
崇
拝

の
念
が
い
か
に
深
い
も
の
で
あ

っ
た
か
を
端
的
に
窺

い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

十
有

二
階
冠
位
成

十
有
二
階

ノ
冠
位
成
リ

世
人
始
識
五
常
名

世
人

始
メ
テ
識
ル

五
常

ノ
名

一21一



請
着
聖
看
好
方
便

請

フ
ラ
ク

ハ
聖
看

二
着
キ
方
便
ヲ
好

セ
ヨ

礼
義
先
開
真
道
生

礼
義

先

ヅ
真

ノ
道
生
ズ
ル
ヲ
開
カ
ン

以
上
、
影
写
本
の
伝
存
状
態
、

「島

田
家
資
料
」
全
体

の
性
格
、
さ
ら
に
は

蕃
根
の
伝
記
上
の
問
題
、

こ
れ
ら
三
因

に
よ

つ
て
、
本
影
写
本
は
島
田
蕃
根
旧

蔵
物
と
断
じ
て
よ

い
と
考
え
る
。

四

知
恩
院
本
と
の
異

同
に
つ
い
て

本
節

で
は
、
本
影
写
本
と
知
恩
院
蔵

本
と

の
異
同
に

つ
い
て
、
前
節
ま
で
確

認
し
た
諸
事
実
を
基
に
し

つ
つ
述

べ
る
。

前
節
ま
で
の
検
討
に
よ

っ
て
、
本
稿

で
紹
介
す
る
写
本
は
知
恩
院
本

の
影
写

本
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
本
節
で
は
、
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し

て
報
告
を
行
う

(以
下
、
当
該
写
本
を

「本
影
写
本
」
と
称
し
、
知
恩
院
本
と

の
比
較
に
際
し
て
は
、
第

一
節
に
も
触

れ
た
古
典
保
存
会
複
製
版
、
お
よ
び
勉

誠
杜
文
庫
版
影
印
を
用
い
た
。
な
お
、

以
下
に
掲
げ
る
具
体
例
に

つ
い
て
は
、

そ
の
下
部
に
括
弧
を
付

し
た
上
、
参
考

と
し
て
、
知
恩
院
本
と
の
対
応
箇
所
を
、

勉
誠
社
文
庫

『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』

/
日
本
思
想
大
系

『
聖
徳
太
子
集
』
所

収

「上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
」
の
頁
数
-

行
数
に
よ

っ
て
示
す
。
ま
た
、
お
の
お

の
の
具
体
例
に
お
け
る
、

い
わ
ゆ
る
訓
点
に

つ
い
て
は
、
適
宜
省
略
し
た
と
こ

ろ
が
あ
る
)
。

た
だ
、
本
影
写
本

に
は
、
知
恩
院
本

に
比
し
て
若
干
の
相
違
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
相
違
点

は
、
ま
ず
、
次

の
二
つ
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

A

影
写
の
際

に
生
じ
た
と
思
わ
れ

る
異
同

(確
実
な
も

の
計
二
〇
箇
所
。

A
は
更
に
、

N

誤
写
に
類
す
る

も
の

〈六
箇
所
〉

・
厘

脱
字
に
類
す

る

も

の

〈
一
四

箇

所

〉

の

二

つ
に

分

け

る

こ

と

が

出

来

る

)

B

影

写

完

了

後

、

別

人

に

よ

っ
て

な

さ

れ

た

と

思

わ

れ

る
朱

の

書

き

入

れ

(
確

実

な

も

の

計

二

〇

箇

所

)

こ

の
内

、

順

序

が

逆

に

な

る

が

、

最

初

に

B

に

つ

い

て

触

れ

る

。

B

は

、

朱

墨

に

よ

る

も

の

、

お

よ

び

イ

ン

ク

に

よ

る

も

の

(
後

者

は

ペ

ン
書

き

し

た

も

の

と

思

わ

れ

る
)

で
あ

っ
て
、

結

論

か

ら

言

え

ば

、

本

影

写

本

を

後

の
何

人

か

が

実

見

し

、

本

影

写

本

そ

の

も

の

を

テ

ク

ス

ト

と

し

て

「
上

宮

聖

徳

法

王

帝

説

」

を

読

解

学

習

す

る

覚

書

な

い

し

メ

モ
程

度

に

付

し

た

も

の

か

と

考

え

ら

れ

る

。

そ

の
内

容

は

、

朱

の
圏

点

を

文

字

や

記

号

に

付

す

も

の

(

「
而

興

隆

三

害
℃

」

・
寳

字

右

下

の
句

点

に

圏

点

。

以

下

同

じ

。

〈
6
-
4

/

58

-
4

>

・

3

0
ノ

ノ

「
天

四

皇

等

」

〈
6
-
4

/

35
-
5
〉

.

「
八

人

之

自
α
言
」

〈
6

-
7

/

35
-

8

>

な

ど

)

や

、

「

」

と

い

う

チ

ェ

ッ
ク

印

ら

し

い

も

の

(

「
生

児

色
乎

麻

レ

4

呂

古

王

」

の

「
乎

」

〈
4
ー
7
/

35
-
6
>

)

、

ま

た

知

恩

院

本

に

存

す

る

虫

損

と

も

思

わ

れ

る

不

審

点

に

「
ム

シ

」

(

「
此

不

然

也

」

の

「
不

然

」

右

傍

〈
9
ー
3

/

姐
-
7

〉

・

「
支

美

ホ

麻

乎

佐

奈

」

下

〈
12
-
8
/

η

-
7
〉

)

あ

る

い
は

「
ム

シ

カ

」

(

「是

即

死

之

異

名

也

」

の

「
是

即

」

右

傍

〈
9
-
10
/

獅
-

4

〉

)

と

傍

書

す

る

な

ど

様

々

で
あ

る

。

さ

ら

に

、

影

写

原

本

の
知

恩

院

本

の
ま

ま

で

は

意

味

の

通

り

に

く

い
箇

所

に

対

し

て

、

訂

正

を

図

る

か

の
様

な

例

も

見

ら

れ

る

。

例

え

ば

、

「
聖

徳

法

王

婆

ハ

ッ
イ
シ
ネ
ノ

4

(
中

略

)

名

菩

岐

ミ
美

郎

生

児

春

米

女

王

」

(
4
-
8

/

35
ー
8

)

と

い

う

と

こ
ろ

で

は

、

そ

の

中

の
郎

字

と

生

字

と

の

字

間

左

傍

に

「
女

」

字

を

付

す

る

。

こ

の

く

だ

り

は

、

原

文

の
ま

ま

で

は

読

解

し

難

く

、

こ

の
朱

書

の
様

に

「
…

郎

女

生

…

」

と

い
う

風

に

本

文

を

改

め

れ

ば

、

「

(
聖

徳

法

王

が

嬰

っ
た

女

性

の
)

…

名

は

菩

岐

ミ
郎

女

で

あ

る
、

生

ま

れ

た

児

は

春

米

女

王

で

あ

る

…

」

と

な

り

、

す

ん

な

り

意

味

が

通

る

。

実

際

、

狩

谷

腋

斎

『
上

宮

聖

徳

法

王

帝

説

証
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註

』

で

は

、

こ

の
箇

所

に

つ

い

て

、

「
原

脱

二
女

字

・
今

増

」

と

し

、

本

文

を

「
…

…

郎

女

」

と

、

本

影

写

本

と

同

じ

様

に

改

め

て

い

る

訳

で
あ

る
。

ま

た

、

(
8
-
5
/

36
-
7

)

に

当

た

る

部

分

で

は

、

知

恩

院

本

で

既

に

本

文

行

頭

(諸

と

思

わ

れ

る

)
の

半

文

字

分

が

欠

け

て

お

り

、

裏

打

ち

の
紙

に

「國

」

と

思

し

い
字

の

上

半

部

が

補

筆

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

こ

れ

で

は

い
か

に

も

継

ぎ

接

ぎ

の
様

に

思

わ

れ

、

不

体

裁

か

つ
不

分

明

で
あ

る

。

本

影

写

本

で

は

、

こ

の

部

分

を

知

恩

院

本

の

ま

ま

忠

実

に

写

し

て

い
る

が

、

そ

の
右

傍

に

は

「
諸

?
」

と

朱

書

が

付

さ

れ

る

(
ち

な

み

に

、

椛

斎

『
証

註

』

で

も

、

こ

の
箇

所

は

「
諸

」

と

な

っ
て

い

る

)

。

こ
れ

ら

の

事

実

か

ら

、

一
見

B

の
朱

書

が

ど

の
様

な

出

自

の

も

の

か

検

討

す

る

必

要

が

あ

り

そ

う

で

あ

る

。

た

だ

、

右

の

(
8
-
5
/

36
-
7

)

の
例

に

も

見

ら

れ

る

様

に

、

疑

問

符

「
?

」

が

し

ば

し

ば

用

い

ら

れ

る

(
例

え

ば

、

「
豊

聡

耳

」

聡

字

右

傍

〈
4

-

3
/

35
-
3
〉

.

「
三

天

皇

」

下

〈
4

-
8
/

35
-
7

・
割

註

〉

・

「
代

午

年

」

代

字

上

〈
7

-
3
/

蜘
-
6
〉

な

ど

。

中

に

は

〈
7
-
7
/

獅
-
10
〉

の

箇

所

の
様

に

、

本
文
行
中
、

「薙
逝
也

熱

法
師
」

の
也
字
と
慧
字
と

の
間

の
空
白
部
分

〈
こ
の
空
白
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
〉

に
い
っ
た
ん
疑
問
符
を
付

し
た
後
、
さ

ら
に
そ
の
上
か
ら
×
印
を
重
ね
書
き
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
)
な

ど
の
点
か
ら
、

こ
の
朱
書
自
体
、
本
影

写
本

の
書
写
年
時
か
ら
相
当
下

っ
た
時

期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
註
6
。
従

っ
て
、
本
稿

で
は
、
B
の
朱
書
は
本
影
写
本

そ
の
も
の
と
切
り
離
し
て
考
え
、

こ
れ

以
上
特
に
触
れ
な
い
こ
と
と
し
た

い
。

さ

て
、

こ
こ
で
、

A
の
諸
点
に

つ
い
て
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、

湖
の
誤
写
に
類
す
る
も
の
に

つ
い
て
触
れ
る
。

用
の
あ
ら
わ
れ
る
箇

所
は
、
知
恩
院
本
の
本
文
成
立
後
に
後

人
に
よ

っ
て
付
さ
れ
た
と
さ
れ
る
、

い

わ
ゆ
る
訓
点

の
部
分
註
7
に
限
ら
れ
、
そ

の
数
は
全
体

で
六
箇
所
程
に
な
る
よ
う

で
あ
る
。

内

容

は

、

ひ

と

ま

ず

、

細

・
1
字

形

の
相

似

に

よ

る

誤

写

(
計

二

箇

所

)

・

用

・
2

古

体

の
仮

名

の
変

更

(
計

三

箇

所

)

・
用

・
3

踊

り

字

に
関

わ

る

も

の

(
一
箇

所

)

の
様

に

区

分

す

る

こ
と

が

出

来

る
。

以

下

、

具

体

的

に

見

て

い
く

。

湖

・
1

の
字

形

の
相

似

に

よ

る

誤

写

に

は

、

次

の
様

な

も

の
が

あ

る
。

・

「
但

案

」

の

「
〉
」

(
喜

多

院

点

に

由

来

す

る

註
8
。

「
シ

テ

」

を

表

す

)

を

「
シ
」

に

(
8

-
12
/

姐
-
5

)

・

「
嘆

息

」

の

「チ

」

(
テ

の

古

体

)

を

「
ヲ

」

に

(
n
-
3
/

蜘
-
1
)

次

に

、

湘

・
2

の
古

体

の
仮

名

の
変

更

に

は

、

次

の

様

な

も

の
が

あ

る
。

・

「
多

麻

斯

支

」

の

「
了
」

(
マ
の

古

体

)

を

近

体

の

「
マ
」

に

(
10
-
11

/

36
-

6
)

・

「
7
レ
ニ

稀

因

」

の

「
了
」

(
右

に

同

じ

)

を

近

体

の

「
マ
」

に

(
・
6

/

蜘

ー
4
)

た

だ

、

全

体

的

に

見

た

場

合

、

幻

・
1

・
細

・
2

の
様

な

も

の

は

極

め

て

少

数

で

あ

っ

て
、

む

し

ろ

、

次

に

掲

げ

る

、

・

「
庶

妹

」

の

「
ソ

了
イ

」

の

例

(
10
-
11
/

螂

-
7

)

な

ど

の
様

に

、

古

体

の
仮

名

の

ま

ま

写

し

て

い

る

場

合

の
方

が

遥

か

に
多

い
。

ま

た

、

次

に

掲

げ

る

、

ヌ
ヒ
ツ
介
タ

リ

・

「
縫

着

」

の

7
↑

」

(
ケ

の
古

体

)

を

非

省

画

の

「
介

」

に

(
11
-
9

/

37
-
7

)

と

い
う

場

合

も

存

す

る
。

と

も

あ

れ

、

具

体

例

か

ら

分

か

る

様

に

、

用

・
1

・

擬

・
2

の
諸

例

は

、

い

ず

れ

も

訓

点

中

で

古

体

の
仮

名

が

用

い

ら

れ

て

い

る

箇

所

に

あ

ら

わ

れ

る

訳

で
あ

る

。

な

お

、

湿

・
3

踊

り

字

に

関

わ

る

も

の

に

は

、

次

に

掲

げ

る

、

、、、
ミ

8

・
等

巳

刀
弥

ミ
乃

の

「
ミ

ミ

」

を

「
ミ

:
」

に

(
11
-
1
/

6

-
8

)

3

の

一
例

が

あ

る

。
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以

上

が

、

用

の

誤

写

に

類

す

る

も

の

の
概

観

で
あ

る

。

再

説

に

な

る

が

、

湖

の
大

き

な

傾

向

(
も

っ
と

も

、

そ

の

例

は

少

数

で

は

あ

る

〉

と

し

て

は

、

特

に

訓

点

の
部

分

で

、

古

体

の

片

仮

名

が

用

い
ら

れ

て

い
る

箇

所

を

影

写

し

た

際

に

あ

ら

わ

れ

る

、

と

い
う

こ

と

が

挙

げ

ら

れ

る

。

次

に

、

配

の
脱

字

に

類

す

る

も

の

に

つ

い

て

述

べ

る

こ

と

と

す

る

。

配

は

、

細

と

異

な

り

、

本

影

写

本

の
本

文

・
訓

点

双
方

に

あ

ら

わ

れ

、

そ

の
数

は

全

体

で

一
四
箇

所

ほ

ど

に

な

る

よ

う

で

あ

る

。

内

容

は

、

配

・
1
知

恩

院

本

本

文

の
文

字

・
訓

点

を

脱

し

て

い
る

も

の

(
計

九

箇

所

)

・
湿

・
2

知

恩

院

本

本

文

お

よ

び

訓

点

中

に

も

と

も

と

存

す

る

墨

消

ち

箇

所

を

脱

し

て

い

る

も

の

(
計

五

箇

所

)

の

二

つ
に

区

分

す

る

こ
と

が

出

来

る
。

以

下

、

具

体

的

に

見

て

い

く

。

配

・
1

の
、

知

恩

院

本

本

文

の

文

字

・
訓

点

を

脱

し

て

い

る

も

の

に

は

、

次

の

様

な

も

の

が

あ

る

。

ま

ず

、

本

文

中

の

文

字

を

脱

し

て

い

る

例

は

、

次

に

掲

げ

る

、
・

「
飛

鳥

天

皇

」

の

「
飛

」

脱

(
13
-
7
/

鋼

-
3
)

の

一
箇

所

の

み

の

よ

う

で

あ

つ
て

、

残

り

は

全

て

訓

点

の
箇

所

に

見

ら

れ

る

。

訓

点

を

脱

し

て

い
る

例

は

、

次

に

掲

げ

る

、

・

「
當

時

」

の

「
シ
」

脱

(
7

ー
12
/

観
-
3
)

・

「
伊

奈

米

」

の

「
イ

」

脱

(
10
-
7
/

瑚
-
3

)

・

「
豊

浦

大

臣

」

の

「
ト

ヨ
ラ

ノ

ー

ノ

」

全

て

脱

(
B
h

/

珊

6
)

と

い

う

仮

名

の

場

合

、

ま

た

、

次

に

掲

げ

る

、

・

「
弥

己

等

」

の

「
、
」

脱

(
11
-
1
/

瑚
ー
8
)

と

い

う

踊

り

字

の
場

合

、

さ

ら

に

、

次

に

掲

げ

る

、

・

「
不

注

聖

王

莞

年

月

」

の

「
注

」

お

よ

び

「
月

」

字

左

傍

の

返

点

脱

(
そ

れ

ぞ

れ

10
-
4
/

獅
-
9
〉

)

・

「為
大
后
」

の
返
点
脱

(
10
-8
/

瑚
-
6
)

.

『唯
佛
是
真
ー玩
」
の
合
符
脱

(
11
-5
/

37
-3
)

と
い
う
補
助
符
号
の
場
合
な
ど
様

々
で
あ
る
。

こ
の
様
に
、

配
・
1
の
脱
字
が
訓
点
に
多
く
見
ら
れ
る
事
実
は
、

組
・
1

字

形
の
相
似
に
よ
る
誤
写
の
例
が
や

は
り
訓
点

に
の
み
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
と
も
何

ら
か
の
関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
あ
る

い
は
、
影
写
の
際
、
細
か
い
仮
名
や

符
号
を
漏
ら
さ
ず

正
し
く
書
き
お
お
せ
る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
か
ら

か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ち
お
う
保
留
と
し
て
お
き
た

い
。

最
後
に
、

超
・
2
の
知
恩
院
本
本
文
お
よ
び
訓
点
中
に
も
と
も
と
存
す
る
墨

消
ち
箇
所
を
脱
し
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
触
れ
る
。

知
恩
院
本
に
は
も
と
も
と
、
本
文

・
訓
点
中
に
墨
消
ち
箇
所
が
六
例
ほ
ど
存

す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
箇
所

の
内
五
例
に

つ
い
て
、
本
影
写
本

で
は
、

当
該
部
分
を
空
白
の
ま
ま
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。
空
白
と
な

っ
て
い
る
具
体

的
な
箇
所
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
文
中

の
も

の
は
、

・

「逝
也
■
熱

」
の
箇
所

(知
恩
院
本
、
■
の
部
分
に
墨
消
ち
。
以
下
同

じ

。

〈
7

7

/

蜘

5
m

>

)

、

お

よ

び

、

・

「
…

我

中

尾

■

」

〈
哲

3

/

珊

9

〉

)

と

い
う

、

知

恩

院

本

で
割

注

の

末

尾

を

墨

消

ち

と

し

た

と

こ

ろ

が

あ

る

。

次

に
、

訓

点

中

の
も

の

は

、

・

「
次

尾

治

王

」

の
箇

所

(

〈
5

-
4

/

獅
-
5
>

。

本

影

写

本

に

は

、

こ

の

■

の
箇

所

に
朱

で

「
ヤ

」

と

読

め

る

書

き

入

れ

が

あ

る

)

・

「
比

弥

乃

」

の
箇

所

(
10
-
8

/

瑚

-
3
)

"
コ
シ
メ
シ
テ

AU

・

「
天

皇

聞

之

」

の

箇

所

(
11
6

/

37
互

)

と

い
う

三

例

が

確

認

さ

れ

る
。
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こ

れ

ら

の
例

か

ら

す

る

と

、

影

写

の
方

針

と

し

て

、

知

恩

院

本

に

も

と

も

と

存

す

る

本

文

(裏

書

を

含

め

て

)

・
訓

点

中

の

墨

消

ち

は

、

当

該

部

分

を

空

白

の
ま

ま

に

し

て

お

く

、

と

い

っ
た

態

度

が

あ

っ
た

の

で

は

無

い

か

と

も

思

わ

れ

る

。

し

か

し

、

僅

か

一
例

で

は

あ

る

け

れ

ど

も

、

次

に

掲

げ

る

、

.

「
将

ー

造

寺

」

の
箇

所

(
7
-
n
/

36
-
3

)

は

、

墨

消

ち

自

体

を

そ

の

ま

ま

影

写

し

て

い

る

よ

う

で
あ

つ
て

、

例

外

的

な

と

こ
ろ

で
あ

る

。

な

お

、

知

恩

院

本

に

は

、

本

文

の
上

か

ら

大

き

く

円

を

描

く

様

に

墨

書

し

、

傍

ら

に
新

た

に

文

字

を

付

し

た

い

わ

ゆ

る

見

せ

消

ち

の

箇

所

が

四

例

ほ

ど

存

す

る

(

〈
7
-
10
/

魏
-
2
>

・

〈
7
-
12
/

魏
-
4

)

・

〈
7

ー
12
/

観
-

4
>

・

〈
8
-
4

/

娩
-
7

>

)

。

そ

れ

ら

に

つ

い

て

、

本

影

写

本

で

は

、

知

恩

院

本

そ

の

ま

ま

に

見

せ

消

ち

と

し

て

写

し

て

お

り

、

墨

消

ち

の

場

合

と

の

処

理

方

針

の
違

い

を

窺

わ

せ

る

。

以

上

、

本

影

写

本

と

知

恩

院

本

と

の
相

違

点

に

つ

い

て

述

べ

た

。

確

認

す

る

と

、

本

影

写

本

は

、

も

ち

ろ

ん

大

部

分

で

、

本

文

と

訓

点

と

を

問

わ

ず

、

字

形

や

字

の
太

さ

細

さ

、

墨

の

濃

淡

、

ま

た

筆

勢

な

ど

知

恩

院

本

そ

の

ま

ま

の

書

写

が

な

さ

れ

て

い
る

。

し

か

し
、

少

し

細

か

く

見

て

い
く

と

、

特

に

訓

点

の
部

分

で
知

恩

院

本

と

異

な

る

場

合

が

ま

ま

認

め

ら

れ

る

。

さ

ら

に
、

そ

の
中

で

古

体

の
仮

名

や

符

号

が

用

い

ら

れ

た

箇

所

に

、

比

較

的

に

多

く

の

相

違

点

が

認

め

ら

れ

る

の

は

、

や

は

り

明

治

期

と

い

う

本

影

写

本

の
成

立

時

期

も

関

わ

っ
て

い

よ

う

か

。

装
績

巻
子
本

↓
巻

一
軸
。

表
紙

楮
紙
系
白
色
。

外
題

上
方
に

「上
宮
法
王
帝
説
」
と
墨
筆
打
付
け
書
き
。

見
返

な
し
。

本
紙

斐
紙
系
薄
葉
。

(第

一
紙
)
縦
三
〇

・
九
糎
、
横

一
九

・
○
糎
。

(第

二
紙
)
横
七
八

・
六
糎
。

(第
三
紙
)
横
七
八

・
六
糎
。

(第
四

紙
)
横
七
八

・
六
糎
。

(第
五
紙
)
横
二
八

・
三
糎
。

書
写
年
時

明
治
期
。

備
考

本
文
全
体
に
わ
た
り
朱
筆

・
赤
イ
ン
ク
両
様

の
書
入
れ

(確
実
な
も

の
二
〇
箇
所
)
あ
り
。
あ
る
い
は
後
人
の
手
に
よ
る
も

の
か
。

[
影
印
]

外
題
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五

書

誌

・
影

印

[書
誌
]



本
文
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註

 

こ
れ

ら
自
筆
資

料
群

は
九

大
文
学

部
図

書
室

17匹
配
架
さ

れ

る
。

そ

こ

で
の
分
類

名
お

よ
び
請
求

番
号

は
、

「亀

井
南

漠

・
曇
栄
遺

墨

一
括
」

(支
哲

/

52
/

㎜
)
、

「亀
井

昭
陽
遺

墨

}
括

」

(支

哲
/

52
/

伽
)
、

「
島

田
藍

泉
遺

墨

一
括

」

(支
哲

/

52
/

m
)
、

「島

田
藍

泉
交

友
関

係
遺
墨

一
袋

」

(支

哲
/

52
/

伽
)
、

「
原
古
処
其

他
遺

墨
並
書

翰

一
袋

」

(支

哲
/

52
/

伽
)
。

い
ず

れ
も

貴
重

図
書

に
指

定
さ

れ
る
。

但

し
、
現
在

は
順

不
同

に
箱

に
収
納
さ

れ

て
お
り
、

こ
れ

ら
分
類

は
必
ず

し
も
踏
襲

さ

れ

て

い
な

い
。
ま

た
後
述

の
通

り
、
藍
泉

の
孫

・
島

田
蕃
根

の
資
料

も
少

な
か
ら

ず
含

ま
れ

て
お

り
、
そ

の
意
味

で
は
、

こ
れ

ら

分
類

は

い
さ
さ

か
妥

当
性

を
欠
く

も

の
と
も

言
え

る
。

こ
れ
ら

の
目
録
稿

、
お

よ

び
資
料

的
意
義

に
検

討
を
加

え
た

も

の
に
、
拙

稿

「
九
州
大

学
蔵

「
島

田
家
資

料
」

目
録
考
i

自
筆

詩
箋

の
部
ー

」

(

「語

文
研
究

」

90
号
掲
載

予
定

)
が
あ

る
。
併

せ

て
参
照
さ

れ
た

い
。

こ
の
間

の
経

緯

は
、
註

1
掲
出

の
拙
稿

で
も
触
れ

て
お

い
た
が
、

荒
木

見
悟
先

生

『
亀

井
南

冥
と
役
藍
泉

』

「
ま

え
が
き

」

(徳

山
市
立

図
書

館
双
書

第

十
集

、

昭

38
)
に

詳
し

い
。

『
上
宮

法

王
帝
説

の
研
究

総

論
文
献

学
研

究
編
』

一
四

七
頁
。

南
邨

文
庫

に

つ
い
て
は
、

後
述

『
島

田
蕃
根
翁

』
末

尾
に

「南

村

文
庫

の
保
存

に

就

て
」
と
題

す

る
、

左

の
よ
う
な

島

田
蕃
根
翁

延
寿
会

に

よ
る
報

告
文
が

載

る
。

会

計
報

告

の
示
す
が

如
く
、

翁

の
生
存
中

に
使

用
せ

ら
れ

し
養

老
金

は
、

之

を
未
亡

人
に
贈

呈

し
た

る
に
、
島

田
家

に

て
は
、

本
会

の
好

意
に

対
し
、

深

く
感
謝

の
意

を
表

せ
ら
れ
、

翁

の
遺
愛

の
書
籍

の
保
存
方

を

本
会

に
托

せ
ら

れ
た

れ
ば

、
協

議

の
上
何

れ
か

の
図
書
館

に
本
会

代
表

者

の
名
を

以

て
委

托
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65

 

78

す

る

こ
と
と

し
た

る
に
、
令

息
乾

三
郎
氏

は
、

氏

の
所
有

に
係
る

図
書
を

も

同

一
図
書

館

に
委
托

す

る
こ
と
を

申
出

で
ら

れ
た
る

に
由

り
、
近

日
、
尤

も

公

益
に
便

な

る
図
書

館
を

選
び

て
、
之

に
供
托

す

る
手
続
を

な
す

べ
く
、

目

下

、
目
録

を
調

製
中

な
り
、

即
ち

本
会

の
挙

が
翁

の
生
前

を
慰
め

た
る

の
み

な

ら
ず
、

没
後

遺
愛

の
図

書
を
も

保
存

す
る

に
至
り

た
る

は
、
発

起
人

に
於

て
も
望

外

の
光

と
す

る
所

な
れ
ば

、
各
寄

贈
金

者
諸

君
に

報
告

し
て
、
与

に

欣

び
を

頒
た

ん
と
す

引
用

は
、

国
会
図

書
館

蔵
本

に
拠

る
。

朱
書

を
付

し
た

人
物

は
、
む

し
ろ

『
証
註
』

な
ど

か
ら
得

た
知

識
を

も
参
考

に
し

て
事

に
及

ん
だ
、

と

い
う

こ
と

に
も
な

ろ
う

か
。

築
島

裕
氏

「
「
憲
法

十
七
条

」

「
勝
髪

経

義
疏

」

「上

宮
聖
徳

法

王
帝

説
」

の
国

語
史

学
的

考
察

」

(
日
本
思

想
大

系

『
聖

徳
太

子
集
』

所
収
、

昭

50
)

に

よ
れ
ば
、

加
点

の
時

期
は
平

安
後

期

(
一

一
世
紀
末

頃
)
、

加
点
者

は
法

隆
寺

の
学
僧

か
と

い
う
。

中

田
祝
夫

氏

『
古

点
本

の
国

語
学
的

研
究

総
論
篇

』

(講
談
社

昭

29
)

な

ど

参
照

。
な

お
、

『
上
宮

聖
徳
法

王
帝

説
』

訓
点

の
仮
名
字

体

お
よ
び
補

助
記

号
表

は

、
築
島

氏

註

7
文
献

を
参

照
さ

れ
た

い
。

(
お
お

ば

た

く

や

・
九
州

大
学
大

学
院

博
士

後
期

課
程
)

(
や
け

た

つ
ゆ
き

・
九
州

大
学
大

学
院

博
士

後
期

課
程
)
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[
付
記

]

本

稿

は
、
九

州
大
学

蔵

「島

田
家
資

料

目
録
」
.作

製

に
関
す

る
報
告

の

一

環
と

し

て
成

っ
た

も

の
で
あ

る
。
本

文

の
第

一
～

三
節

は
近
世
文

学
専

攻

の
大

庭
が

、
第

四
節

は
国

語
学
専

攻

の
矢
毛

が
執
筆

し
た

。
猶
、

「島

田
家
資
料

」

の
整
理
、

紹
介

の
機

会
を
与

え

て
下
さ

っ
た

、
本
学

中

国
哲
学

史
講
座

の
荒
木

見
悟
名

誉
教

授
、
柴

田
篤

教
授

に
深
謝

致

し
ま
す

。
ま

た
貴
重

図
書

の
閲
覧

に

は
、
本
学

文
学
部

の
山

田
玄

運
図
書

掛
長

の
特

別

の
便

宜
を

得
た
。

記

し

て
深
甚

の
謝
意
を

表

し
ま

す
。


